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表． 点群を値としてとる確率分布のシミュレーション（実験回数1000）
群 冶＝2 々＝3 群 々＝2 々＝3
m3m 191 553 32 39 5432 87 79 3m 20 5
互3m 91 85 4 13 1
m3 146 103 互 8 2
4／mmm O 32 222 9 1
23 4ユ 18 mm2 37 93m 58 41 2／m 24 5
nユn1n1 0 10 3 13 3
4／m 28 10 2 9 0
耳2m 71 10 m一 10 0
422 30 8 ！ 0 O
4nlm 36 13 1 1 0
三≡； 38 7
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     Pr（ダ1＜〆）＝／各個体を中心とする半径～の円板系の和集合の面積／／1γ1
はm＝・。に相当するフユの経験分布であって，右辺の面積比で与えられる．さらにこの量に対し
ては密度関数∫（才）＝ψ（オ）／〃が













   一・∫∫（1；θ）1・・〃；θ）〃一（1・・）1・・（1・后）
を採る．L（θ）を最大にする母数値を与えるモデルが最良である．
 例としてカモメの一種の集配置データを解析した．ここで，。V二1ユ0，1γ1ニュ00mxユ00mで
ある．まず，ギブス尤度による相互作用推定法から，ポテンシャルは∫C（8）；0（γ）＝（σ／プ）8，σ
二2．24mと推定された（Ogata・Tanemura，ユ982．1984）．このポテンシャルの下で，母数σの
いくつかの値において実験により，点配置パターンを生成した．そして，a（σ）およびL（σ）の
極値を比較した結果，このデータでは逐次充填モデルの方があてはまりが良かった．このこと
から，このカモメ種においては集配置パターンが逐次形成されたと考えられる．
 なお，この手法を不均質な環境条件下の配置パターンに対して拡張する試みとその適用結果
についても報告した．
生体組織中の細胞の幾何学モデル
鐘紡ガン研究所本多久夫
細胞の形を力学や幾何学をつかって数理的に理解しようとする願望は昔からあった．たとえ
